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文

下池田遺跡は、岸和田市下池田町にある弥生時代から中世に至る複合遺跡です。現在まで

の発掘調査で、岸和田市域では最大級の弥生時代中期から後期にかけての集落遺跡であるこ

とが判明しています。

大阪府教育委員会では、府営岸和田下池田住宅建て替えに先立ち、平成15年度から平成17

年度に発掘調査を実施しました。その結果、弥生時代後期の溝や中世の井戸・溝などの遺構

が検出され、弥生時代の木製扉やマダコ壺、奈良時代の墨書土器、中世の土器や瓦などの遺

物が多数出土しました。これらの遺構 。遺物は、当地域の歴史を解明していく上で、かけが

えのない貴重な資料になるものと思われます。

本調査の実施にあたっては、地元の方々をはじめ、大阪府住宅まちづくり部、岸和田市教

育委員会等々の関係各位に多大なご指導とご協力を賜りました。厚く感謝いたしますととも

に、今後とも本府文化財保護行政によリー層のご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し

上げます。

平成20年 3月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長 冨雄 昌秀

‖



例   言

1,本書は、大阪府住宅まちづくり部から依頼を受け、大阪府教育委員会が実施した府営岸和田

下池田住宅建て替えに伴う、岸和田市下池田町所在、下池田遺跡の発掘調査報告書である。

2.現地調査は、平成15年度文化財保護課調査第ニグループ主査藤澤員依、平成16年度同技師三

木弘、平成17年度同主査西口陽―を担当者として実施した。遺物整理は、平成18・ 19年度に調

査管理グループ主査三宅正浩・同技師藤田道子が担当して行った。

3.本調査の調査番号は、平成15年度が03036、 平成16年度が04050、 平成17年度が05014・ 05040

である。

4.本書に掲載した遺物の写真撮影は、有限会社阿南写真工房に委託した。

5。 本調査の写真測量は、平成15年度が株式会社日建技術コンサルタント、平成16年度が株式会

社ウェスコ、平成17年度が株式会社サンコーナイスコーポレーションに委託した。撮影フィル

ムは各社が保管している。

6.調査で作製した記録資料と出土遺物は大阪府教育委員会で保管している。

7.本書は西口・藤澤 。三木が執筆、編集した。

8。 発掘調査・遺物整理ならびに本書の作成に要した経費は、すべて大阪府住宅まちづくり部が

負担した。

9。 本報告書は、300部作成し、一部あたりの印刷単価は、1,439円である。
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第 1章 調査に至る経過

本発掘調査は、大阪府教育委員会が大阪府住宅まちづくり部からの依頼を受け、平成13～ 17年

度に岸和田市下池田町で実施したものである。

調査原因の府営住宅 (建て替え)建設工事とは、老朽化した木造・簡易耐火住宅を「大阪府

府営住宅ス トック総合活用計画」 (平成 14年 2月策定)に基づき、順次建て替えていくもので、

1600戸 /年度を目標に住宅整備課で事業を推進しているものである。工事の実施に先立って、工

事予定地のすぐ北側に岸和田市域では最大級の遺跡である下池田遺跡が発見されていることか

ら、事業主体である大阪府住宅まちづくり部住宅経営室と大阪府教育委員会事務局文化財保護課

は、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、埋蔵文化財の有無確認のため、工事区域の試掘

調査を実施することとした。平成13年 7月～ 8月 に行なわれた試掘調査では、住宅内の空き地等

に設定された5箇所の トレンチ (1.5m× 4.Om)すべてから弥生時代から中世の遺物が出土し、

下池田遺跡の遺跡範囲が南に広がることが判明した (第 1図 )。

第 1図 周辺遺跡分布図 (127・ 下池田遺跡、12・ 箕土路遺跡、90。 犬飼堂廃寺、184・ 荒木土塁跡、16・ 小松

里廃寺、185・ 八木城跡、178。 大路城跡、122・ 大町遺跡、14・ 丸山古墳、160。 西大路遺跡、1100・ 熊野街

道)
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その結果をもとに、遺跡範囲の拡大の法手続きが執られると共に、協議がもたれ、住宅建て替

え工事に先立って、工事区域の本発掘調査を必要とする措置が決まった。

平成14年度には、仮移転、平成15年度に撤去が行われ、平成15年 10月 から、工事によって地下

の遺構が損壊される住棟部、設備棟、集会所の基礎部分を発掘調査することとなった。

平成16年度には、11月 から翌年 3月 にかけて、住棟部をL字形に囲む新設の外周道路部分と防

火水槽部分を発掘調査することとなった。

平成17年度には、 6月 から9月 にかけて、外周道路の残り部分と仮設集会所部分を発掘調査す

ることとなった (第 1表、第 4図 )。

以上の調査結果を報告するのが、本報告書である。

第 2章 遺跡の位置と環境

下池田遺跡 (第 1図 127)イよ、大阪府岸和田市下池田町三丁目に所在する。遺跡の標高は、18

～20mで、周囲は、近年に至るまで水田であった (第 2・ 3図 )。 遺跡の立地は、遺跡の東側を

北流する天ノ川や牛滝川によって作られたなだらかな沖積地上にある。遺跡の南東側には、JR

第 2図 明治18年仮製地形図による調査地位置図
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阪和線や熊野街道 (■ 00)力式あり、南1.2kmに は、史跡 。名勝久米田池がある。

遺跡の範囲は、昭和51年の岸和田市教育委員会による八木北小学校の発掘調査以降の調査の結

果、東西380m、 南北450mと判明している。

遺跡の時期は、弥生時代中期に始まり、古墳時代や中世の遺物も出土しているが、中心となる

のは弥生時代中期・後期のものである。

下池田遺跡の周辺には、北側に箕土路遺跡 (12)が ある。縄文～江戸時代にかけて遺構 。遺物が

多数検出された集落遺跡である。同じく箕土路遺跡内には、犬飼堂廃寺 (90)がある。平安時代後

期から鎌倉時代にかけての寺院跡と考えられていて、ロストル式瓦窯跡 2基が確認されている。

下池田遺跡の西には、室町時代の城館跡である荒木土塁跡 (184)が ある。荒木土塁跡の南には、

栄の池遺跡があって、弥生時代中期～後期、平安時代前期～中期の集落跡である。

下池田遺跡の南西には、飛′島～奈良時代の小松里廃寺 (16)が ある。奈良時代の鴎尾や高床建

物に使われたねずみ返しなどの珍しい遺物が出土している。

下池田遺跡の南束には、八木城跡 (185)や大路城跡 (178)、 弥生時代中期～後期の大町遺跡 (122)

の他、全壊しているが円墳である丸山古墳 (14)な どもある。

下池田遺跡の東には、弥生時代～平安時代の集落跡である西大路遺跡 (160)が あり、平安時

代以降の今木廃寺もある。

第3図 調査地位置図
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年次 種類 調査番号
調査面積

(浦 )
調査期間 調査地区

出土遺物

(コ ンテナ)
担当 主な遺構 主な遺物

H13 試掘調査 01022 30
H13.7.31～

H13.82
1 杉本清美

弥生土器・中世
土器

H15 発掘調査 03036 2,529
H15.10.20

～H16.31
住棟・設備棟 30 藤澤真依 溝・土坑・井戸

弥生土器・須恵

器 。中世土器

H16 発掘調査
H16.11.17

～H17.3.25

外周道路・防
火水槽

40 三木弘 溝・土坑・井戸
弥生土器・土師
器・中世土器

H17 発掘調査

05014
H17620～
H17.8.2

外周道路

西口陽一

土坑・井戸
弥生上器 。中世
土器

05040 22 H17.9.9 仮設集会所 1 土師器

計 4,308



―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

第 3章 調査結果

第 1節 平成15年度の調査

調査区は2箇所で 1区約2,400∬ と2区 290∬である。 1区は幅20m、 上辺57m・ 下辺67mの右

辺が直角・左辺が斜辺の台形と左辺が直角で右辺が斜辺となる上辺55m・ 下辺62mの台形を斜辺

同士で結合した「く」の字形をしている。「く」の字の下半部の長軸がほぼ東西方向である。 2

区は 1区の「く」の字の内側屈曲点からに右辺が斜辺となる台形側に約4m、 上辺から約 6m離

れて長軸を平行にしている。

基本土層は府営住宅建築時の造成盛土が0.5～ 0.6m、 府営住宅建築以前の水田耕作土が0,05～

0。15mで黄白色粘土もしくは緑白色粘上の地山となる。しかし、 1区の屈曲部頂点部から西北方

向に約36mの点、そこから東北に約 4mの点と東に18mの点を結ぶ範囲が一段高い水田となって

いたため、そこには水田造成時に盛土された灰黄色土があった。この範囲の内項点部付近は旧耕

作土直下に黄白色粘土と黄茶色礫があり、地山となっている。調査地周辺の地形は全体に北に向

かって傾斜しているが、東に向かっても緩やかに傾斜している。

調査で確認した遺構面は基本的には 1面であり、井戸・溝・土坑等を検出した。

S K 01 は5B4i2区 で検出した土坑である。調査区壁際で検出したため、平面形状は不整半円

形で、調査区外に続く。検出直径は3.4m、 深度は1.2mを測る。断面形状は西北側が約45度の傾

斜で1.2mの底部まで続き、底部幅は0.5mあ り、東南側は底部から約0。3mで幅0.3mのテラス部が

あり、約60度の傾斜で上端部まで続く。肩部の標高は東南側でT.P。 +18,2m・ 北西側でT,P.+18.2

m、 底部の標高はT.P,+17.Omを 測る。埋土は底部に白色砂礫0,2m、 東南テラス上部に灰色砂礫0.4

mと西北側斜面に張り付くように厚さ0.lmの灰色砂礫が東南側と同じ高さまで堆積していた。

中央部分には西南側斜面に黒色粘土が堆積し、これを切るように灰白色砂が自色砂礫上部に 0。45

m堆積していた。これらの上には両肩から灰黄色土が堆積し、中央部には灰黒色粘土が0.25m、

砂混じり灰色粘上が0.4m堆積していた。遺物は土師器・瓦器等 (第 8図)が出土した。調査当

初は土坑もしくは井戸と考えていたが、堆積状況や 2区の調査結果からS D27に続く可能性のあ

る溝の終端部かとも考えられる。

S D02 は5B4,2区から東北に延び、5B4i3区で S K01に続く溝である。検出長は約4.8m、 肩

部幅は0.6m、 底部幅は0。2m、 深度は0。 15～ 0,3mを測る。断面形状は皿状である。肩部の標高は

5B4i2区の東南側でT,P.+18.2m。 西北側でT,P.+18.2m、 5B4,1区 の東南側でT.P.+18.3m。 西北

側でT,P.+18。 2m、 5B4i3区の東南側でT.P.+18.2m。 西北側でT.P.+18.2mを 測る。底部の標高は

5B4,2区でT.P.+18,05m、 5B4,1区でToP.+17.95m、 5B4i3区でT,P.+18.Omを 測る。埋土は灰黄色

上が堆積していた。遺物は出土しなかった。

S E 03 は5B4,1・ 2区で検出した井戸である。平面形状は不整楕円形で、長径は1.75m、 短

-5-



第 1層 盛土

第 5図 基本土層図 。調査区平面模式図

∨
懇
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第 6図 調査区遺構平面図
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径は1.65m、 深度は0,75mを測

るが、東南部 1/3は灰色粘土・

青白色シル ト・灰褐色土 (黄色

粘土ブロック混じり)で埋めら

れており、直径約 1.3mの 円形

が井戸として使用されていた時

の形状である。断面形状はU字 第 7図  S K01埋土断面図

形である。肩部の標高は東南側でToP。■8.2m・ 北西側でT.P.+18.2m、 底部の標高はT.P.+17.35

mを測る。井戸枠は下部西北端に直径約50cm、 高さ約30cmの曲げ物が据えられていた。枠の南に

接して直径 0,2m、 長さ0.4mの石が置かれており、枠を固定したものかと考えられる。井戸枠内

には下から青白色粘±0,05m、 植物質を多量に含む灰黒色粘土が0。3m雄積していた。井戸枠外は

灰色粘土で埋められていた。井戸枠より上には灰黒色粘±0,3m、 灰色粘±0.2mが堆積しており、

その上は灰褐色土 (黄色粘土ブロック混じり)0.25mで埋められていた。灰色粘土層内から瓦器

椀等 (第 10図 )、 灰褐色土 (黄色粘土ブロック混じり)か らは (第 10図 21)が出土した。

S D 04 は5C4al区から始まり真っ直ぐ東北方向に延び5B311区で調査区外に続く溝である。

検出長は約13.5m、 肩部幅は2.5～3.Om、 底部幅は1.5～ 2.Om、 深度は0.15～ 0.3mを測る。断面形

状は椀状である。肩部の標高は5C4al区の東南側でT,P,+18,3m・ 西北側でT.P.+18。 2m、 5B3,4区

の東南側でToP.+18.2m・ 西北側でT,P.+18,2m、 5B3,1区の西北側でT,P,+18。3mを波Iる。底部の

標高は5C4al区でT.P,キ18.05m、 5B3i4区でT,P.+17.9m、 5B3,1区でT.P.+18.Omを測る。灰黄色

1

測 γ

理プ ＼述ノ
ｒ
Ｈ

日

杵

ＩＩ

＝

Ｌ

S K01出土遺物実測図
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土が堆積していた。遺物は中世の土師器の小破片が出土した。

S D 05 は5C2b3区 から5B4,4区 で検出した溝である。5C2b3区調査区域外からほぼ真直ぐ西

北西方向に21m延び5C4a3区で西北方向に向きを変え8.5m延び5B4,4区で終わる。幅は2.0～ 2.5

m、 検出長は29.5m、 深度は0.3mを 測る。肩部の標高は5C2b3区の南南西側でT.P.+18.4m・ 北北

東側でT,P.+18,3m、 5B4,4区 の先端部分でT,P.+18.3mを 測る。底部の標高は5C2b3区でT,P,+18。 1

m、 5B4i4区 でT.P.+17.9mを測る。断面形状は椀形で、埋土は下から灰黒色粘土が 0。 lm、 灰色

粘土が0.2m堆積していた。遺物は灰色粘土から中世の羽釜や瓦等 (第■・12図)が大量の栗石

とともに出上した。灰黒色粘土からは遺物が出土しなかった。

S D06 は4C10b2区調査区域外から西南に延び5Cla3区で北北西に屈曲し、5Blj4区で調査区

頭外に続く溝である。検出長は約19.5m、 肩部幅は3.3～4.2m、 底部幅は0.6～ 2.2m、 深度は0。9～

1.2mを測る。断面形状は部分的に異なっている。5Clb区では口の開いたU字形であり、底部が

僅かに西南に寄っている。5C2a区 では底部幅が0.6mと 狭くなり片方が垂直に近いV字形を呈し、

底部が西南側に寄っている。肩部の標高は4C10b区 の東北側でT.P.+18.Om・ 西南側でT,P.+17.8

m、 5Cとa区の東北側でT,P,+17.9m・ 西南側でT.P.+18.Om、 5Bli区の東北側でT,P.+17.8m。 西

南側でT,P,+17.9mを測る。底部の標高は4C10b区でT,P,+17.Om、 5Cla区でT,P.+16.9m、 5Blj

区でT.P.+16.9mを測る。肩部 。底部標高から東南から西北方向へ流れていたと考えられる。埋

土は南西側から③白色シル ト・⑦灰色シル ト、東北側から⑥灰黒色粘土が堆積し、中央部には⑤

灰色砂礫・④灰色粘土・③灰黒色粘土が堆積していた。遺物は下層⑥灰黒色粘土や⑦灰色シル ト

から庄内式土器併行期の土器等 (第 14図)が、上層③灰黒色粘土からは「阪上」と読めそうな墨

書のある須恵器杯 (第 14図 63)等が出土した。

S D 07 は4C9bl・ 2区調査区外から北に延び、4C9a4区で西北方向に湾曲し5Bli 3区 で調査

区外に続く溝である。検出長は約22.Om、 肩部幅は5,0

～8,Om、 底部幅は1.2～2.Om、 深度は 0。9～ 1,2mを測

る。断面形状は口の開いたU字形である。底部幅は

4C9bか ら4C10al・ 2区までは2.Omで あるが、4B10,2

区では1.2mと狭くなる。肩部の標高は4C10b区の東北

側でT,P.+18.lm。 西南側でT,P.+18。 2m、 5Cla区の束

北側でToP.+18.Om。 西南側でT.P.+17.9m、 5Blj区の

東北側でT,P,+18.2m。 西南側でToP.+18,lmを 測る。

底部の標高は4C9bl・ 2区でT,P.+17.7m、 5C10al区

でT,P,+17.4m、 4B10,4区でT.P.+17.4mを 測る。肩部 。

底郡標高から流れは東南から西北方向へと考えられ

る。埋土は下部には東北側から⑮灰色砂・⑭灰白色砂、

西南側から⑬灰色砂礫が堆積し、上部には⑫灰白色砂

-9-

第 9図  S E03平面図・埋土断面図



礫が堆積している。遺物は庄内式上器併行期の上器等 (第 15図)が灰黒色粘土から出上した。

S D 29 は5Clb・ 4C10b。 4C9b区調査区外から西北に延び、5B2,・ 5Bl,。 4B10i区で調査区

外に続く溝である。 S D 06・ 07全体を含む範囲である。検出長は約 22.Om、 肩部幅は約 22,Om、

底部幅は約 20,Om、 深度は0,9～ 1,2mを測る。断面形状は幅の広いU字形である。肩部の標高は

5Clb区でT.P,+18.3m、 4C9b区でT,P.+18,lm、 5B2i区でToP.+18。 2m、 4B10j区でT,P,+18.Omを

一
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ヤ
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一
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0                      10cm

第10図  S E03出土遺物実測図
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T P +18 00rn

第13図  S D06・ 07・ 29埋土断面図

測る。底部の標高はT,P,+17.4m～ 17.6mを測り、 S D06・ 07が部分的に深くなっているところも

ある。肩部・底部標高から流れは東南から西北方向へと考えられる。

埋土は下部には東北側から⑦灰色砂・⑮黄白色砂礫が堆積していた。遺物は弥生時代の上器片

が少量出土した。

S D 08 は4C7b2区の S K09か ら西に3.5m延び西北方向に屈曲し、4B10,3区 で調査区外に続

く溝である。検出長は約28.5m、 肩部幅は0.3～ 0,7m、 底部幅は0。 1～ 0.4m、 深度は0。 15～ 0。4mを

測る。断面形状はU字形である。肩部の標高は4C7b2区の北側でT,P,キ 18,3m・ 南側でT.P.+18,3

m、 4CSa4区の東北側でT,P.+18.3m・ 西南側でT,P.+18.3m、 4B10,3区の東北側でToP,+18.Om・

西南側でT.P.+18.05mを測る。底部の標高は4C7b2区でT,P,+18.Om、 4C8a4区でT.P.+18.05m、

4B10,3区でT,P,+17.5mを 測る。肩部・底部標高から流れは東南から西北方向へと考えられる。

＼

63

0                        10cm

64

�

第14図  S D09出 土遺物実測図
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埋土は下から茶褐色粘上が0.1～0.3m、 灰黄色粘上が0,05～ 0.lm堆積していた。遺物は出土しな

かった。

S K09 は4C7b2区で検出した土坑である。調査区壁際で検出したため、平面形状は不整半円

形で、調査区外に続く。検出長径は6.4m、 検出短径は2.Om、 深度は1.Omを 測る。断面形状は幅

の広いU字形である。埋土は底部から黒色粘土が0.5m、 灰色砂 0。 lm、 灰黒色粘±0。 3m、 灰黄色

粘上が0。lm堆積していた。遺物は出上しなかった。
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第15図  S D07出土遺物実測図
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S D 10 は4C7b2区の S K09か ら】ロヒ西に延び、4B8,4区の S K17に繋がる溝である。4C7b2

区では幅が1.Omで約5.5m延び、幅が0.25mと 細くなり約6.Om延びて4B8,3区で底辺3.Om。 高さ

2.6m。 深度 0.5mの不整三角形の上坑状になり、再び幅 0。25mの細い溝状になって約 1,4m延び

て S K17に繋がる。検出長は約 15,Om、 断面形状はU字形である。肩部の標高は4C7b2区の東北

側でT,P。キ18,lm。 西南側でT,P.+18.lm、 4C8al区の東北側でT.P.+18,lm・ 西南側でT,P.+18,1

m、 4B8,3区の東北側でToP.+18.lm。 西南側でT,P,+18,15mを 測る。底部の標高は4C7b2区で

ToP,+17.9m、 4C8al区 でT.P,+17.9m、 4B働 3区でT.P.+18.Omを 測る。肩部・底部標高から流れは

東南から西北方向へと考えられる。埋土は下から茶褐色粘土が0,05～ 0。 lm、 灰黄色粘上が0.05～

0。lm堆積していた。遺物は出土しなかった。

SK■ は4B9,3区 で検出した長軸を東北から南西に向けた楕円形の土坑である。長径は3.4m、

短径は3.4m、 深度は1.2mを測る。断面形状は椀状である。肩部の標高は東南側でT,P,+18.15m・

西北側でT.P.+18.15m、 底部の標高は4C7b2区でT,P.+17.7mを 測る。埋土は下から灰色粘上が0.15

～0。25m、 黄色粘土・黒褐色粘土のブロック上が0.2～0.3m堆積していた。遺物は出土しなかった。

S D 12 は4C8b2区調査区外から北に4.5m延び、4C8a4区で東北方向に湾曲し4.5m延びて

4C8a3区で終わる。検出長は約9,Om、 肩部幅は1.7～ 2.Om、 底部幅は1.4m、 深度は0,1～ 0。2mを測る。

第16図  S K24平面図・埋土断面図

×

Ｔ
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第17図  S K24出土遺物実測図
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断面形状は浅い皿状である。肩部の標高は4C8b2区の東側でT,P.+18.3m。 西側でT.P.+18.3m、

4C8a4区の東南側でT,P,+18.3m。 西北側でT,P,+18,3m、 4C8a3区の東南側でT,P,キ 18,3m・ 西北

側でT.P.+18.3mを 測る。底部の標高は4C8b2区でT,P.+18.2m、 4C8a4区でToP.+18.15m、 4C8a3

区でT.P,+18.lmを 測る。埋土は灰黄色土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

S D15 は4C9al区で東南から西北方向に延びる溝である。検出長は約2.3m、 肩部幅は0.4m、

底部幅は0。 2m、 深度は0。2mを測る。断面形状は皿状である。肩部の標高は東北側でT.P。キ18.2m・

西南側でT.P.+18.2m、 底部の標高はT.P.■ 8,Omを測る。埋土は灰黄色土が堆積していた。遺物

は出土しなかった。

S D16 は4C9al区 と4B9i3区で東南から西北方向に延びる溝である。検出長は約2,lm、 肩部

幅は0.6m、 底部幅は0.3m、 深度は0.lmを測る。断面形状は皿状である。肩部の標高は東北側で

T.P.+18.35m・ 西南側でT,P.+18,3m、 底部の標高はT.P,+18.25mを 測る。埋土は灰黄色上が堆積

していた。遺物は出土しなかった。

S K 17 は4B8,4区 で検出した土坑である。調査区壁際で検出したため、平面形状は長軸を東

南から北西を向く不整楕円形で、調査区外に続く。検出長径は2.9m、 検出短径は2.25m、 深度は1.05

mを測る。断面形状はU字形である。埋土は底部から黒色粘土が0.5m、 灰色砂0,lm、 灰黒色粘±0.3

m、 灰黄色粘土が0.lm堆積していた。遺物は出上しなかった。

S D18 は5B3g3区調査で東南から西北方向延びる溝であり、両端は調査区外に続く。検出長

は約6.5m、 肩部幅は1.0～ 1.2m、 底部幅は 0。3～ 0,4m、 深度は0.5～ 0.6mを測る。断面形状はV

字形である。肩部の標高は東北側でT.P.+17.9m・ 西南側でT,P,+17.9m、 底部の標高は東南部で

ToP.+17.4m、 西北部でT,P.+17.3mを測る。肩部・底部標高から流れは東南から西北方向へと考

えられる。理土は黒褐色粘土が堆積していた。遺物は出上しなかった。

S D 19 は4C8a2区 と4C9al区で東南から西北方向に延びる溝である。検出長は約 2.15m、 肩

部幅は0.6m、 底部幅は0。3m、 深度は0。 lmを測る。断面形状は皿状である。肩部の標高は東北側

でToP.+18.3m・ 西南側でT,P,+18,3m、 底部の標高はT.P.+18,2mを 測る。埋土は灰黄色土が堆積

していた。遺物は出土しなかった。

SX20 は5B3,3・ 4・ 5C3al・ 2・ 3区で検出した不整楕円形の土坑である。長軸は南南東か

ら北北西を向いている。長径は3.4m、 短径は3.4m、 深度は1,2mを測る。断面形状は皿状である。

肩部の標高は南南東側でT.P,+18.35m・ 東北東側でToP.+18.2m、 西南西側でT,P,+18,2m・ 北北

西側でT.P.+18。 25mを測る。底部の標高はT.P,+17.8m～T,P.+18.05mを 測り、内部に地山を削り

残した畦状の高まりが数箇所に認められる。埋土は灰褐色土と灰黄色上のブロック上である。遺

物は土師器・瓦器等とともに近代のガラス瓶が出土した。底面の形状や平面形状が近現代本田の

区画溝に影響されていることなどから粘土採り穴と考えられる。

S D 21 は5B7h3区から湾曲しながら5B7g2区 まで北方向延びる溝であり、両端は調査区外に

続く。検出長は約 12.5m、 肩部幅は0.4～0.6m、 底部幅は0.2～ 0.3m、 深度は0,05～ 0。lmを測る。

-17-



第18図  S D27埋土断面図

断面形状は椀状である。肩部の標高は南側でT.P,+18.4m・ 北側でT,P.+18.45m、 底部の標高は

南部でToP.+18,35m、 北部でT.P.+18.35mを 測る。埋土として掘削したのは黒褐色粘上であった。

遺物は出土しなかった。本田造成時の削平により水田耕作土を除去すると地山粘土面が検出され

た地区であり、黒褐色粘土は本来の埋土ではなく、遺構直下の変色土であった可能性が極めて高

tゝ。

S K 24 は5C4a2・ 5C4a2区で検出した土坑である。調査区壁際で検出したため、平面形状は

長軸が西北～東南楕円形で、調査区外に続く。長径は約4.Om、 検出短径は2.5m、 深度は0,7mを

測る。断面形状は皿状である。肩部の標高は西北側でT,P.+18.4m、 東南側でT.P.+18.5m、 底部

標高はT,P,+17.8mを 測る。埋土は底部に灰白色粘上が0.lm、 灰色砂が0。 lm、 灰褐色粘土が0.3m、

灰色土 (砂礫混じり)が 0.2m堆積していた。灰白色粘土上面から肩部にかけて0。 1～0.4m大の石

が並べられており、東北側には長軸に平行して直径0。 15m、 長さ1.8mの本が出土した。この木と

石は一緒に置かれていたもので、井戸の水汲み場のようなものと考えられる。遺物は土師器・瓦

器・瓦等 (第17図)が出土した。

ll19

0                      10cm

第19図  S D27出土遺物実測図
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S K25 は5C4a2区 で検出した土坑である。S K24に切られており、平面形状は不明であるが、

円形もしくは楕円形と考えられる。検出長径は2.Om、 検出短径は0,8m、 検出深度は0。3mを測る。

肩部の標高はToP.+18.4m、 検出底部標高はT,P,+18,lmを測る。埋土は灰褐色土で、遺物は中世

の羽釜の破片が出土した。

S D 27 は5B2i2区 から5B3g4区 で検出した溝である。5B2i2区 調査区域外からほぼ真直ぐ西

南方向に延び5B3g4区で調査区域外に続くが、5B3h4区で西南方向にも続く。幅は4.8～ 5。 7m、

検出長は19.Om、 深度は1.5mを測る。断面形状は緩やかなV字形である。底部幅は5B2i2か ら

5B3h3区までは1.2mであるが、5B3g4区 では 2。2mと広くなる。肩部の標高は5B2i2区 の東北側

でToP,+17.9m・ 西南側でToP.+18.2m、 5B3g4区の東北側でT.P.+17.9m。 西南側でT,P,+17.9m、

5B3h4区の東南側でT.P.+17,7m・ 西北側でT.P,+17.9mを 測る。底部の標高は5B2i2区 でT.P.+16.8

m、 5B3g4区でT,P,+16.6mを 測る。5B3h4区では高くT.P.+17.4mを 測るが、合流点ではT,P.+17.2

mと僅かに低くなっている。肩部・底部標高から流れは東南から西北方向へ、枝分かれ部分も西

南方向から合流していたと考えられる。埋土は下から灰色砂・灰色粘土互層が東北側で約0.4m。

西南側で約0。 2m、 灰色シル トが東北側で約0.3m・ 西南側で約0.15m、 灰色粘土が東北側で約0,25

m・ 西南側で約0,5m堆積していた。灰色砂・灰色粘土互層からは第19図 ■1～ 116の土器が出土

した。これらを切って 2条の溝が流れていた。西南側が古く、東北側が西南側の溝の堆積を切っ

♀_¬F_T_¬ __ヤー→――――――――――と!Fm

第20図  S X20、 S D26他 出土遺物実測図
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ていた。西南側の肩部幅は約 1.6m、 底部幅は0。45m、 深度は0。7mを測る。断面形状は日の開い

たU字形である。肩部標高はT.P.+17.8m、 底部標高はT.P,キ 17.lmを 測る。埋土は下から灰色粘土 。

灰色砂互層が0,15m、 黒色粘土が0.05m、 西南側から砂混じり灰黒色土が0,3～0,05m斜めに、水

平に覆うように砂礫混じり青白色粘土が0.3m、 灰褐色粘土が0。15m堆積していた。この上に全体

を覆うように黄色粘土・黒褐色粘土互層が0,55mが堆積していた。この黄色粘土・黒褐色粘土互

層から第19図 107～■0の土器が出土した。これらを切ってもう1条の溝が掘削されていた。肩部

幅は2.2m、 底部幅は0.4m、 深度は0.95mを測る。断面形状は日の開いたU字形である。肩部標

高はToP,+17.95m、 底部標高はToP,+17.Omを 測る。埋土は下から青緑色砂礫が0.15m、 灰色粘土・

黒色粘土互層が0。25m、 黒色粘上が0.05m、 灰黒色粘上が0.15m、 黄白色粘土が0,05m、 白色砂が0。 3

m堆積していた。白色砂は西南方向に続いて堆積していた。遺物は下層から真蛸壷 (第 19図■6)

等、上層からは須恵器 (第 19図 107・ 108)等が出土した。

S D30 は5B3i2区 から始まり5B4i3区 までまっすぐ西北に延び、 S K01に続く溝である。

長さは約 2.7m、 肩部幅は1.5m、 底部幅は0,4～0.6m、 深度は0.2～ 0.25mを測る。断面形状は皿

状である。肩部の標高は5B3j2区でT.P.+18。 25m、 5B4i3区 の東北側でT.P。 +18.25m・ 西南側

でT.P.+18.2m、 を測る。底部の標高は5B3,2区でT,P,+18,05m、 5B4i3区でT.P.+18,Omを 測

る。肩部・底部標高から流れは東南から西北方向へと考えられる。埋土は下から灰色粘上が0.lm、

灰黄色土が0.1～ 0.15m堆積していた。遺物は中世の土卸器の小破片を出土しただけである。

調査結果から縄文時代と考えられる石匙、弥生時代の土器、古墳時代初頭の土器、古代～中世

の土器・瓦等各時代の遺物が出土した。ただ、本来深く掘り込まれる遺構しか検出されていない

ことや水田造成時に削平されたことが明らかであることなどから、調査地周辺は後世に相当改変

されたものと考えられる。
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第 2節 平成16年度の調査

(1)001自 然河道

現状での最大幅14mを測る自然河道である。当初の河道部分の深さは0。2～0.3mで、底面は平

坦に近い。それに比べて側辺は、短間隔で屈曲を繰り返し、いびつである。

東辺からlm西寄りで幅 3～ 4mにわたって一段下がっている。土層断面からは、当初の幅広

の自然河道が埋没したのち、後出の流路が新たに切り込んでいる状況を窺うことができる。つま

り、河道の西から埋没が始まり、一端はほぼ埋没する。しかし、最後まで通水していた東岸付近

の軟弱な部分に新たな流水が生じ、埋没土を削り込んで小河道 (後出流路)が形成されたと考え

られるのである。後出流路の深さは0,4mほどである。

河道内の堆積土は、後出流路を除くと、灰色系の砂・砂シル トを基調としている。ことに堆積

土の主体を占める 1層 (灰オリーブ色砂シル ト)や 2層 (灰色砂シル ト)は、基盤層であるA層

(暗オリーブ色砂質土)や C層 (灰色粘土)が削られて再堆積したものである可能性が高い。

一方、後出流路は灰色系粘土が主体であり、先行する堆積土とは明瞭に異なる。上流側の基盤

層の粘上が流入したのであろう。

出土遺物はすべて土器である。小破片が多いが、器種については壷、甕、高杯が認められる。

さらに壷には有段口縁壷と広口壺もあるが、いずれも詳細は不詳である。よって、時期の推定で

きるものも少ないが、日縁部に円形浮文を貼り付けた壷 (132)の 1点が庄内期の可能性もつも

のの、大半がV期の弥生土器であるとみられる。これらはいずれも後出流路から出土した。した

がって当初の001自 然河道は弥生V期以前に、後出流路については弥生V期に形成され、後者は

庄内期に埋没したと考えられる。

ン
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001自然河道出土遺物実測図
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第23図 空測平面図
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(2)002自 然河道

長さ24mほ どにわたって検出したが、南北部および東辺のほとんどが調査区外にある。 2段掘

り状を呈し、幅は現状で8m、 1段下がった部分で約 4mである。河道肩から最下底までの深さ

は0.8～ 1.Omを測る。河道上段部の底面は中央に向って緩やかに下降し、下段部は平坦である。

河道内の西寄りに最終の通水があり、その部分の埋没によって河道は完全に機能を停止した。河

道の通水が西方向に移動することは、この地域ではしばしば認められる。

堆積土はおよそ3段階に分かれる。下層は黒色系の砂・砂シル ト、中層は灰色系の粘土・粘シ

ル ト、そして上層は灰色系の砂・砂シル トである。先の001自 然河道の堆積土を勘案すると、中

層段階の堆積土と001自然河道の後出流路のそれとが対応しているとみられる。

南辺より北約 4mほ どの下段部分内で、木製の扉が出土した。片側 1枚分が半分に割れ、上下

に重なった状態で検出された。その位置は、底面より0.4～ 0.5mほ ど高い、黒色系砂・砂シル ト

と灰色系粘土・粘シル トとの境界にあたる。

河道上面を覆う堆積土および河道内疲土から100点近い遺物が出土した。上面の堆積土からは

須恵器、黒色土器、瓦器が出上し、磁器も含まれていた。磁器は、小破片 3点だけなので、上層

の盛土からの混入とみられる。したがって堆積土は、平安時代後期頃に最終形成されたと考えら

れる。一方、河道内覆土から出土した遺物は、Ⅲ～V期の弥生土器である。なお、V様式系の甕

が含まれている可能性はある。よって、木製扉の廃棄時期は、弥生時代中期中葉～古墳時代初頭

の幅が考えられる。下層の黒色系砂からはⅣ期の壷 (136)が 出上し、他に櫛描直線文や櫛描簾

状文が施された壺の破片も出土している。ただ、外面タタキメのある奏の破片 2点も出土してい

るので、下層はⅣ期に堆積が始まり、V期までの間に埋没したといえる。したがって、その上面

で出上した木製扉はV期に投棄された可能性が高い。

第24図  002自 然河道出土遺物実測図
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ププ

0            2m

195m

①

②

③

①
A

B

C

D

1

2

3

4

5

6

7

盛土

旧耕作当③
旧耕作当②
旧耕作当③
暗灰黄色 (25Y4/2)粘シル ト

A

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

灰色 (5Y4/1)粘シル ト
風化礫若干含む,鉄分含む

灰色 (5Y4/1)砂シル ト
風化礫僅かに含む,粘性 締りやや欠く,鉄分若干含む

灰色 (5Y5/1)粘土
細質,鉄分含む

灰白色 (5Y7/2)粗砂
灰色(5Y5/1)粘土プロック着干含む,径 l cmの 礫若干含む

明オリープ灰色(5GY7/1)砂 質土

灰色(5Y5/1)粘土含む,粗質,風化礫碁千含む

灰色175Y4/1)砂 シルト

明オリーブ灰色(5GY7/1)砂 質土若千含む,粘性 締 り欠く,粗質
明オリープ灰色(5G7/1)砂質土

4層 に近似,径 1～ 2 cmの礫・風化礫着干含む
黒色(75Y2/1)砂 シルト

明オリーブ灰色(5GY7/1)砂 質土含む,締 り欠く,鉄分僅かに含む

黒色(N2/0)粗砂

粘性 締 り欠く,風化礫僅かに含む
黒色(5Yク 1)砂 シル ト

灰白色(75Y7/1)粘 土含む,粘性あり,締 り欠く

灰色(5Y5/1)粘 土

粘性強い,締 り欠く,風化礫僅かに合む

灰色(5Y5/1)粘上

締りやや欠く,径 l cm以下の細礫着千含む

灰色(5Y5/1)粘上

暗味あり,径 l cm以下の細礫 風化礫多包,締 り久く
灰色(5Y5/1)粘止

オリープ灰色 (25GY6/1)砂着干含む,粘性強い,締 り欠く
灰色(5Y5/1)粘 シルト

径 l cHほ どの礫 風化礫含む,粗質,締 りやや欠く
灰色(5Y5/1)砂 質土

径 l cmほ どの礫 風化礫多包,締 りやや欠く

002自 然河道平面図・土層図

やや粗質,径 l cmほ どの礫若干含む,鉄分 炭化物含も
灰色 (5Y4/1)粘シル ト
やや粗質,径 l cllほ どの礫僅かに含む

暗オリーブ灰色 (25GY4/1)砂質土
径 1～ 2 cmの礫含む,整地上

灰自色(25Y3/1)砂 質土

粗質

灰白色(5Y7/1)粗砂
灰色(5Y5/1)砂 シルト含む,粗質

灰色(5Y4/1)砂 質土

同色の粘土僅かに含む,粗質

灰色(75Y4/1)粘 土

粘性強い,締 りやや欠く,遺物包含量多い

灰自色(5Y5/2)砂

灰色 (5Y5/1)粘土僅かに含む

暗灰色(N3/0)粗砂
同色の粘土若干含と,締 りやや欠く

黒色 (7.5Y2/1)粗 砂

同色の粘シルト若干含む,締 り欠く
黒色 175Y2/1)粗砂
灰自色(5Y7/2)砂 含む,粗質,締 りやや欠く

第25図
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第26図  002自 然河道出土木製扉実測図
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(3)030溝

17mにわたって検出した、北東一南西方向の溝である。幅は2,0～ 2,4m、 深さは0。4～ 0.5mを 測

る。

検出された範囲ではほぼ直線を呈しているが、現状の北東端から5mほ どの範囲においては、

僅かに北に方向を変えつつあるように観察される。緩やかに屈曲したのち、】ヒ流するのではなか

ろうか。

143

ン

地

洋
‐４５

き壬三 ユ i

晩騨

幾 紳 鉾

裏 隊

と ' ' ・

ザィ
■4イギ

毎

030溝出土遺物実測図
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ｂフ

ｍ

ｒ

酢

ＩＩ

酢

ＩＩ

ＩＩ

Ｌ

1 灰色(5Y5/1)粘 シルト
鉄分含む,風化礫含む,締 りやや久く

2 灰色(5Y4/1)粘 シルト
部分的に砂シルト,風化礫含む,粗質,締 りやや欠く

3 灰色(5Y6/1)砂 シルト
灰色(5Y5/1)粗砂僅かに混在,締 り欠く

4 責褐色(25Y5/6)粘 シル ト
風化礫含む,鉄分砦干含む,締 り欠く

5 黄褐色(10YR5/6)砂 質土
褐灰色(10YR4/1)粘 土プロック若子含む,粘性 ,締 りあり

6 褐灰色(10YR6/1)粘 シルト
鉄分含む,風化礫含む,やゃ粗質

7 灰色(5Y4/1)粘 シル ト
黄褐色(10YR5/6)砂 質土若千含む,粗質,小礫・風化礫含む

8 灰自色(5Y7/1)砂 質土
粘性 締りやや欠く,径 2 cmほ どの礫若干含む,風化礫多包

9 黄灰色(25Y5/1)粘 シルト
灰白色(5Y7/1)砂 シルト若干含む,粘性あり,締 り欠く

10 黄灰色(25Y5/1)粘 シルト
黄灰色 (25Y5/1)粗砂含む 暗味あり

第28図  030溝 平面図・土層図
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溝の断面は緩やかな椀状を呈していて、明瞭な段掘りはみられない。底面上の一部に砂質上が

認められるが、堆積上の主体は 1層 (灰色粘シル ト)・ 6層 (褐灰色粘シル ト)であり、これら

も含め粘シル トが大半を占めている。水量の乏しい状況が続いていたのではないかと推測される。

また砂シル ト・砂質土も含まれているが、それは溝底上、あるいは現状の最上部でのみ認められ

る。したがって、砂の流入は一過的であったといえる。なお堆積上の状況から、自然堆積により

埋没したとみられる。

出土遺物は多い。古墳時代の須恵器や土師器の甕、瓦器椀・皿もみられる。ただし、多くは15

～16世紀のもので、瓦質土器 (捏鉢・火舎・羽釜 。在地甕)、 陶器 (甕・橋鉢 。碗)、 土師質土器

(鍋・捏鉢・土釜)カミ認められる。また青磁や白磁も、小破片ながら存在する。

瓦質の羽釜は、 2点掲載した。そのうち 1点 (145)|よ、小破片であるが、口縁部が内傾し、

胴部に丸味がありそうである。それに対して他の 1点 (144)イよ、日縁部が直立するとともに多

段化が著しい。胴部には張りがない。よって、後者は16世紀代に位置付くと考えられる。同時期

のものには、瓦質の在地甕 (147)も ある。

土師質土器の捏鉢 (146)イよ、15世紀代初頭あるいは14世紀末まで遡る可能性がある。15世紀

代に位置付けられるものには、先の羽釜のうちの 1点 (145)も ある。瓦器の椀や皿は、さらに

時期が遡り、12世紀後葉に比定できよう。

この溝から出土した遺物の時期幅は長いが、埋没は15～ 16世紀と考えられる。

E

1

2

3

4

灰色(N5/0)粘 土

灰色(N5/0)砂 シル ト含む,鉄分含む,締 りやや欠く
灰色(N4/0)粘 土

灰色 (ぺ4アO)砂含む,粘性あり,締 りやや欠く
灰色(N4/0)粘 土

暗味あり 粘性あり,拳大礫含む
灰色(N5/0)粘 土

灰色(N5/0)砂 含む 拳大礫若干含む 0            05m
I      I

第29図  028井 戸土層図
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遺物出土状況 :下



プ 司
→
た メ＼

0             05m

第30図  028井 戸平面図・立面図

A 灰色 (5Y5/1)粘 土
黄色 (25Y7お )粘土若干iFL入 ,粘性強い.締 りやや欠 く

B 灰自色 (5Y7/1)粗砂
明黄褐色 (10YR7/6)砂 若干含む,締 りやや欠 く

(4)028井戸

比較的遺存状況のよい井戸である。

構造は、井桁と井筒に分かれる。井

桁は現状 0.4m、 井筒は0,9mの高さが

あり、検出面下 1.3mで井戸底になる。

底面付近では著しい湧水があった。調

査終了段階で全体を半裁して、掘方や

底部の状況を確認した。

井桁部分は 1辺 1.1～ 1.2m程度の方

形の掘方を設け、井筒部分を掘り込ん

だ肩部に径10cm程の礫を井筒外形に合

わせて円形に 1段巡らせる。それが上

部構造の緩衝材の役割をすると考えら

れる。その上に径10cmの丸太材を井桁

状に組むことで、方形の枠組の基礎部

分となる。

丸太材は、上段材の下辺を若千狭り

込んで噛合せをよくしている。この丸

b

190m

‖

||

||

‖
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0                              10cm

第31図  028井 戸出土遺物実測図 (1)

太材の上に長径20～ 30

cn程の角礫を2段、小

口積みあるいは平積み

にしている。背後には

灰色粘土を用いて裏込

めとしている。粘性は

あるが、締りをやや欠

いている。

井筒は、曲物を3段

積み上げて構成してい

る。材厚は 1～ 2 cm程

と薄い。曲物の積み方

は、多くの例と同じで、

口径の広い側を下に向

けた「ハ」字状に設置

しているが、口径の広

狭差がほとんどないの

で、端部はほとんど合

日の状態であった。曲

物には、地下水の流入

を高めるための貫孔は

穿たれていなかった。

井筒と掘方との間には

灰白色粗砂が充填され

ていた。粗砂を用いた

のは、地下水の浸透を

高めるためと考えられ

る。

井戸内の堆積土は4

層に分かれるが、いず

れも灰色系の粘上であ

る。流入土や礫の包含

量によって細分 した

が、基本的には同質土

-33-



0                          10cm

第32図  028井 戸出土遺物実測図

である。後述するよう

に、 4層土の途中で遺

物が多量に出土 した

が、その上下では層の

差異は認められなかっ

た。よって、これらの

堆積土は比較的短期間

のうちに形成された可

能性が高い。ただし、

堆積土には不整合な状

況が認められないこと

から、人為的な埋め戻

しとは考えがたい。

底面上の 0。 4～ 0.5m

間に遺物が集中して出

土した。主に瓦器椀と

土師皿である。白磁碗

の破片と大型土錘も各

1点含まれていた。調

査時に出土状況を図化

しただけでも15点あっ

た。図示した瓦器椀、土師皿は全てこの集中出土範囲の

ものである。ほとんどが完形品、あるいはそれに近い状

態である。

これらの遺物は、井戸の廃棄時に祭祀的な行為のひと

つとして、投入されたのであろう。しかもひとつの堆積

土 (4層)の途中に、層厚 5～10cm程の遺物の集中した

部分 (遺物集中出土範囲)が挟み込まれていることから、

一定度埋没が進んだ段階で、投棄したと考えられる。

なお井戸底とほぼ接するように径30～40cmの平らな礫

が検出された。これもまた井戸の廃絶時に意図的に投げ

込まれたとみられる。とすれば、瓦器椀などの投入を含

め2度の井戸廃絶に伴う儀礼があったと考えられる。

この井戸の埋没は13世紀前葉といえる。

-34-
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第33図  028井 戸出土遺物実測図 (3)
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1

2

3

4

/

0             1m
l   .  1

＼ 0                05m
I      I

0                 05m
I      I

灰色(N6/0)粘 土

青灰色(10BC7/1)粘 土ブロック若干含む,粘性強い,鉄分含む,締 り欠く

灰色(N5/0)粘 土

粘性強い,締 り欠く

灰色(5Y5/1)粘 土

灰色(5Y5/1)粗砂含む,風化礫着干含む

青灰色(10G6/1)砂

拳大礫若干含む,粗質

第34図  036井 戸平面図・土層図

(5)036井戸

030溝の底面で検出された

井戸の最下部である。深 さ

0.2mが残存していたに過ぎ

ないが、底部からの湧水は

著しい。標高 ToP。 18.3mを測

る。なお028井戸の底部標高

はT,P。 17.6mであった。

平面形は南北 1.15m、 東西

0,9mを測り、やや不整な円

形を呈している。井戸枠は認

められないが、本来素掘りで

あったか、井戸枠があったの

かは、遺存状態の悪さから不

明である。

底面上で礫および 1点の木

片がみられたが、遺物の存在

はまったく認められなかっ

た。したがって廃棄年代は明

らかにできないが、030溝検

出時にこの井戸の掘方を確認

できなかったことから030溝

より先行する。030溝は15～

16世紀に埋没したと考えられ

るので、井戸はそれ以前のも

のであり、推測を重ねれば

028井戸と同時期に機能・埋

没した可能性もある。

堆積土は、最下部の青灰色

砂を除くと灰色粘土である。

この点も028井戸と共通する。

上述のように、最下部には

拳大の礫が散乱していた。と

ころが、030溝の覆土中には

-36-



そうした礫は含まれていなかった。したがって、礫はこの036井戸にのみ含まれるものといえる。

とすれば、井戸の廃絶時に礫を投げ入れた可能性が考えられる。

なお、この井戸が028井戸と同時期とすれば、平安時代末～鎌倉時代前葉にこの地点一帯の開

発が進められたと考えられる。

(6)016溝

長さ5。5mにわたって検出した、幅0.6～ 0。7m、 深さ0。3m程の小溝である。検出した範囲では、

ほぼ直線である。南北方向に主軸をとるが、やや北西―南東方向気味である。

北は調査区外に延び出ている。一方、南は近代の粘土採掘跡とみられる017落込みに切り込まれ、

調査区北西辺より5.5m以南では存在が認められない。したがって現状の南端が本来的に端部で

あったか、それとも017落込みにより消滅したのかは不明である。

堆積土は、上層の砂質土 (1・ 2層)と下層のシル ト系土 (3～ 5層)に分かれる。現状では

砂質上の部分が僅かではあるが、上面の削平を考えると逆に下層のシル ト系上の堆積が溝全体の

中では部分的であったと考えられる。

遺物は土器の小破片 4点が出土したのみなので、遺物からこの溝の年代を求めることはできな

い。しかし、15～ 16世紀代に埋没した030溝 とほぼ直交する方向に主軸をとる。軸方向の関連性

があるとすれば、030溝と同一時期の可能性がある。平安時代末～鎌倉時代前葉頃の開発に続き、

この付近では15～ 16世紀にも一帯が改変されたと考えられる。

0                         1rn

1

2

3

4

5

灰色 (5Y4/1)砂 質土

オリーブ色 (5Y6お )砂 質土僅か含む,や や粗質,締 りあ り

黒褐色 (25Y3/1)砂 質土

粗質,風化礫含む,締 りあ り

灰色 (5Y5/1)砂 ンル ト

オリーブ色 (5Y6/6)砂 質土若干含む,締 りあ り

黄灰色 (25Y6/1)砂 ンル ト

灰白色 (5Y7/1)砂 シル ト含む 粘性 締 りあ り
灰色 (5Y5/1)粘 シル ト

にぶい黄掲色 (10YR4/3)砂 若干含む,鉄分含む 締 りやや欠く

第35図  016溝 平面図・土層図

l
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(7)034落込み

最大長17mにわたって検出した不定形の落込みである。南西側が調査区外に延び出ているため、

全体の形状や規模は不明である。がしかし、現状の形状から推測すると、遺構の真半分を検出し

ているようである。とすれば、幅は8.8m程 となる。

千・|=●
1｀ |∵

i章揆幕報帯轡■.し てこエネ

,Ik t∫
`‐ぺ   196

(鵡 五

日

――

日

周

195

第36図  034落 込み出土遺物実測図 (1)

この不定形の落込みの底面に

は、部分的に起伏がある。こと

にこの遺構に斜行する東西方向

に幅約 lmの一段低い落ち込み

があり、さらにその南北にも

幅2.4mのやや浅めの落込みが

みられる。中央の落込み部分の

標高はおよそT,P,18.5m、 それ

に対して北の落込みはT,P,18,7

-38-



0                        1rn

:■|::II瓦集中域

鋒韓羹難:埴輪集中域

第37図  034落 込み平面図・瓦集中域平面図
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1 明黄褐色粘ンル ト(10YRν8)
灰黄褐色 (10YR4/2)粗 砂質土混合,風化礫含む,締 りあ り,人為堆積

2 灰黄褐色粗 (10YR4/2)砂 質土
灰色 (N6/0)粘 土ブロック 風化礫含む,締 りあ り,人為堆積

3 にぶい黄褐色 (101rR5/3)粗 砂質土
灰色 (N6/0)粘土プロック含む,締 りあ り,人為堆積

4 浅黄色 (25Y7/3)粘 シル ト
3層土僅かに含む,締 り欠 く,地山上の再堆積か

5 にぶい黄褐色 (25Y7/3)粘 シル ト
灰色 (N6刑 )粘土 明黄褐色 (10Yる■ヽ )粘 ンル ト含む,粗質,径 3 cmほ どの礫若干含む

6 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粗 砂
灰色 (N6Ю )粘土 明黄褐色 (10YR6お)粘 シル ト僅かに混入 径 l cmほ どの礫僅かに含む

7 にぶい黄色 (25Y6洛)砂 シル ト
粘性あ り,締 り欠 く,瓦多量に含む

8 にぶい黄色 (25Y6//4)粘 土

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

粘性強い,風化礫若干含む.締 り欠 く

にぶい黄褐色 (10Yる/3)砂質土
風化礫若干含む,締 りあ り

にぶい黄色 (25Y6れ )砂 シル ト
灰黄色 (25Y7/2)粘 シル トプロック 灰色 (N6Ю )砂 ンル トプロック若干含む,締 り欠 く

にぶい黄橙色 (10YR6/3)粘 シル ト

同色の粗砂含む,締 り欠 く,灰色 (5Y5/1)灰色砂ンル トプロック僅かに含む

灰オリープ色 (5Y6/2)砂 シル ト

灰色 (5Y5/1)砂 シル トブロック 明黄掲色 (25Y7/6)粘 シル ト若干含む,粗質.締 り欠 く
にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂 質土

粘性欠 く,締 りあ り,風化礫多包

灰色 (5Y5/1)砂 シル ト

粘性欠 く,締 りややあ り,鉄分含む

褐色 (10YR4お)砂質土
粗質,締 りあ り 風化礫含む

灰色 (N5/0)粘 シル ト

黄掲色 (10YRν6)砂質土含む,鉄分含む
黄灰色 (25Y5/1)粘 シル ト

明黄褐色 (10YRν6)砂シル ト
褐灰色 (10YR6/1)砂 質土

粘性欠 く,締 りややあ り,風化礫含む

m、 南の落込みはT.P。18.6mで あり、見掛けよりも実際の

起伏はさほど著しくない。とはいえ、6m程の範囲がこの

034落込みの中で一段下がることに違いはない。

堆積土は砂・粘シル トおよび砂質土である。大半を占め

るのは、にぶい黄褐色砂質土 (3層)と同色の粗砂 (6層 )

で、両層の間にある5層が3層を切り込むように堆積して

いる。全体の状況からすると、 1～ 4・ 12～ 15。 17層が先

行して堆積し、その一部を掘り込んだ中に5～■・16。 18

層が堆積したようである。そして、この後出的な堆積土は、

上述の落込み内で一段下がった範囲と対応している。

堆積上のうち6層には、人頭大の灰色粘シル トのブロッ

クが散在する部分がある。おそらく6層は人為的に埋め戻

されたものと考えられる。このように、人為的に埋め戻さ

れた部分も少なからずある。

この遺構では2箇所注目される。ひとつは長さ2.7mの

範囲で埴輪片がまとまって出土した箇所である。いまひと

つは長さ6mにわたって、細かく砕かれた瓦片が検出され

た箇所で、調査区外まで延びている。暗渠の可能性が高い。

-40-
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埴輪片の集中出土域は、落込みの北辺で検出された。長さ2.6m、 幅0.8mの楕円形を呈する範

囲から、復元実測可能な破片 3点、拓影掲示可能な破片 3点、その他小破片数点が出土した。検

出時に立った状態のものがあり、この落込みが埋没古墳の周溝である可能性も予想した。しかし、

埴輪の掘方は確認できず、しかもいずれの埴輪片も6層中に包含されていることから、埴輪片は

近在地にまとまって包含されていたものが、土中に混入されたまま034落込み内に再度埋め込ま

れたと考えられる。

瓦片の集中出土範囲は、埴輪集中域の南約 3mに ある。その範囲は、現状で長さ6m、 幅 1,2

mを測るが、南西辺は調査区外にあるため、全形は不明である。瓦片は 1辺 10cm程度に小割され

たものが主流を占めている。瓦片の中には拳大の礫や須恵器 (甕 )、 瓦器 (椀 )、 土師質土器 (捏

鉢、土釜)、 瓦質土器 (火舎、捏鉢、羽釜、在地甕)、 焼締陶器 (甕)な ども混じるが、点数は少

なく、瓦以外に図示できたものはない。

埴輪片や瓦片の集中期を除いた堆積土からも、古墳時代の須恵器甕や黒色土器、瓦器椀、陶器

甕、土師質土器 (羽釜・捏鉢・鍋・在地甕)、 瓦質土器 (羽釜・捏鉢・在地甕)な どが出土した。

多くは15～ 16世紀代の遺物であるが、染付磁器も少量ながら存在している。上部を覆う盛土から

混入した可能性も否定できないが、ひとまずは034落込みに伴うものと捉え、この落込みの没時

期を近世以降に求め、それ以前の時期・時代の遺物を包含する近在の土を利用して掘方内を埋め

たと考えておく。そしてこの034落込みは、当該地周辺にも類例のある粘土採掘のための掘方だ

と考える。

なお出土した円筒埴輪は、口径がおよそ26～ 28cmの小型品である。口縁部下第 2突帯までは 1

次タテハケのみ認められるが、拓影資料にはヨコハケが施されたものもある。口縁部と第 1突帯

間は短く、透孔は三角形である。明らかに前期の埴輪である。

甘
↑幹

乾
且 時 鶴 4

和
" 

ガ

｀
運 ド

・

0                              10cm

第39図  034落 込み出土遺物実測図 (2)
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1.調査方法

平成16年度に続き、府営岸和田下池田住宅建替え工事に伴う発掘調査を実施した。本年度の調

査区は、外周道路の残り部分 (567∬ )と仮設集会所部分 (22耐 である。地表下0.9mま でを機械・

人力掘削し、記録保存の措置を施した。

2.調査結果

《外周道路》 長さ63m幅 9mの長方形の調査区である。厚さ40～60cmの新盛土の下に、旧の耕

土層・床土層がある。床土層の下は、薄い遺物包含層が部分的に存在するのみで、ほとんどは即

地山か高台部分を除いては、自然河ナ||であった。

調査区の南東寄りの部分では、幅12～ 13mにわたって、高台部分があり、その部分からは、古

い時代の遺構が検出された。調査区の北西部分および南東部分は、後世の田圃造成により、削平

を受けていたらしく、削り残された遺構や新しい時期の遺構しか検出されなかった。

調査区の北西部分から検出された遺構には、溝 1・ 土坑 2・ 井戸 2な どがあった。溝 1は、長

さ■ mにわたって検出された幅40cm深 さ15cmの もので、埋土は砂混じりの灰色シル トであった。

磁北にほぼ合わせ、直線的に掘られていたが、北端は、土坑 1に切られていた。土坑 1は、長さ2.1

m、 深さ15cmの歪んだ楕円形土坑で、埋土である灰オリーブ色シル ト層から中世の平瓦片と土師

器片が出土した。

井戸 2は、旧耕土層の直下で検出されたもので、径1.2～ 1.5mの楕円形を呈し、素掘りであった。

底は、2.5mま で掘削したが、湧水が激しく、底を確認できなかった。埋土中から遺物は出土せず、

時期不明であった。

なお、調査区北西部分は、調査区西端から東に■mの箇所で、灰緑色粘土層の地山が自然河川

によって切られていた。その深さ20～ 30cmの自然河川を掘削すると、灰色砂層中に含まれた黒色

シル トブロック土より、古墳時代後期の須恵器杯蓋片が 1点出土した。あまり磨滅していないの

第41図 井戸 1断面図
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① 新盛土
② 灰色シルト (小礫混入)
(旧耕作土)

③ 褐色粘質シルト (大小礫、鉄分混入)
(旧床土)

④ 褐色シルト
ー ⑤ 褐灰色粘質シルト (大小礫、鉄分・炭混入)
⑥ 褐色砂混シルト (小礫混入)
② 黒褐色粘質シルト (小・中・大礫混入)
◎ 灰黄掲色礫混シルト (鉄分混入)
◎ 灰色粘土
⑩ オリープ黒色粘質シルト (小礫混入)
① 灰黄褐色粘質シルト (小礫混入)
⑫ 明黄褐色シルト
① 灰オリーブ色砂混粘質ンルト (小際混入)
① オリーブ灰色砂混シルト
⑮ 明黄掲色粘土・灰黄褐色粘土
m① 明黄褐色礫混シルト・灰黄褐色礫混シルト
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第42図 出土遺物実測図
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断面 →

調査区

I

1/      ↓  ゞ

茶褐色砂礫土層 (新盛土)

責茶掲色粘土層 (新盛土)

黒灰色粘質土層 (旧耕土)

灰色砂礫層 (自然河川)

緑褐色砂礫層 (地山、非常に回い)

0          309n

―
第43図 仮設集会所位置図・断面図

で、近くにその時期の遺構のあることが推定された。

他に遺物は出土せず、灰色の砂礫が堆積しているの

みであった。

調査区の南東寄りの部分で検出された高台の上の

遺構には、埋土が黒褐色シル トの土坑が4基あった。

上坑 4～ 6は南北に並んで検出された。南側の土坑

4は、不整形な楕円形土坑で、埋土中から弥生土器

の細片 1点が出土した。他の土坑から遺物は出土し

なかった。

高台の北西側の落ち部分、高さ30cmほ どの段の肩
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部から検出された土坑 3は、長さlm以上、深さ35cmの楕円形土坑で、埋土は黒褐色シル トであっ

た。遺物は出土せず、時期の特定はできないが、他の中世の遺構埋土と異なり、土坑 4～ 6と 同

様の回く締まった黒褐色シル トであったので、恐らく弥生時代の遺構と推定された。

調査区の南東部分からは、中世以降の落ち込みと井戸が各 1基、検出された。落ち込みは、な

だらかに径 5mほ どの部分が半円形に深さ25cmほど落ち込んでいたもので、内部に瓦片や石がか

たまって出土した。南北朝時代の瓦質甕やすり鉢片も出土したことから、その時期に投棄された

ものと判明した。

井戸 1は、調査区の南西角に半分だけが検出されたもので、推定幅2.6m以上の方形・素掘り

のもので、埋土中から、多数の鎌倉時代後期の瓦器椀・土師器小皿・東播甕のほか、断面に煤が

付着した瓦片や長さ18cm厚 さ5 cmの紅簾片岩石材・檜製の曲物桶片なども出土した。土師器羽釜

は、ほとんど完形になるもので、他の遺物と一括投棄されたものと考えられた。井戸の底は、湧

水と調査区外に影響が出るため、掘削確認できなかった。焼けた瓦や焼石が出土したため、近く

にその時期の寺の存在が推定された。

なお、調査区内の薄い遺物包含層から出土した遺物には、弥生中期の董口縁部や弥生後期の生

駒西麓産の甕 。中世の瓦質羽釜などがあった。

《仮設集会所》 長辺の長さ7.lm、 短辺の長さ3.lm、 幅2.2mの L字形の調査区である。厚さ

lmの新盛土の下に旧の耕土層があって、その下が即地山であった。地山は、緑褐色砂礫層で、

非常に固かった。地山直上に時期不明の土器片が4点、鉄器 (釘 ?)が 1点出上したのみで、撹

乱の溝以外に、遺構は検出されなかった。地山直上には、灰色砂礫層が厚さ5～10cmほど堆積し

ていた。時期不明の洪水砂層と考えられた。

3. /Jヽ労宙

・ 弥生時代と推定された土坑が4基検出された。他にその時代の遺構はなく、遺物も包含層中

から少量出土したのみで、集落域の縁辺部に当たると考えられた。

・ 古墳時代後期の自然河川が検出された。

・ 鎌倉時代後期の井戸が検出された。土器や瓦などが多数埋められていた。

・ 南北朝時代の瓦・石溜りが検出された。近くにその時代の寺の存在が推定された。

・ 近世には、田圃になっていた。
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第 4章 まとめ

平成13年度、府営岸和田下池田住宅建替えに伴う試掘調査で、下池田遺跡の遺跡範囲が南東側

に大きく拡大することが判明した。以後、平成15年度～17年度にわたり、建設工事に先立って、

計 4,308∬ を発掘調査した。その結果、当初の予想に反して、各時代にわたって、多数の遺構・

遺物が発見された。

1. 単独の出土だが、縄文時代前期と考えられる、外面が著しく灰白色に風化したサヌカイ

ト製縦型石匙が出上した。弥生時代前期のサヌカイト製凹基式石鏃も出土した。

弥生時代中期後半の土器が、SD06、 SD07、 SD27、 河道 2から出土した。底

部穿孔の壷もあったことから、墓への供献土器もあったことが判明した。弥生時代後期の

土器が、SD07や 河道 1から出土した。流路跡からの出土のため、調査区南東の上流域
から流されてきたものと考えられた。マダコ壺や木製扉の出土が珍しかった。

幅7mほ どの002自然河道や幅5mほ どの001自然河道、幅 5mほ どの S D06や S

D07、 S D27は、それぞれ、調査区の南東から北西へと流れていた自然流路である。弥生

時代中期 。後期の遺物を含むことから、その時期に存在したことは明らかだが、あまり蛇

行せず、向きがほぼ一定なことから、用水路として、あるいは人の手により掘削された可

能性も考えられた。

古墳時代前期の有黒斑の円筒埴輪が034落込みからまとまって出土した。円筒棺に使

用されていたものか、この落乏みが古墳周溝に当るものなのか、色々考えられたが、珍し

い資料であった。

古墳・奈良・平安時代の遺物は少なかった。ただ、 S D06出土の須恵器杯の裏面に「阪

(?)上」と墨書されていた資料や転用硯、緑釉皿も出土していることからすると、近く

に官衛遺構のあったことも推定された。

鎌倉時代の遺構は、井戸 1、 028井戸、 S E03な どの井戸である。瓦器や中世土器な

どが多数出上した。焼けた瓦も多数出土していることから、近くに寺跡の存在が推定され

た。焼けた紅簾片岩が珍しかった。なお、 S K24出上の蓮花文軒丸瓦は、下池田遺跡の南

方 2.lkmに所在する重の原遺跡で同疱瓦が出土している (岸和田市教育委員会 F岸和田の

文化財写真集 (市内出土瓦)V習、昭和56年 )。

南北朝～室町時代の遺構は、S D05、 030溝、034落込み、瓦・石溜りなどである。

瓦や中世土器が多数出土した。転用中の滑石石鍋や石硯などが珍しかった。直線的な溝や

落込みがあることから、すぐ近くに寺跡の存在が推定された。

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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平成16年度調査

平成15年度調査

平成 刊7年度調査
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0             20m

第44図 遺構全体図
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S K01埋土断面 (東北から)
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S E03埋土断面 (南西から)

S E03遺物出土状況 (南西から)
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S E03枠検出状況 (南西から)
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S D27南壁埋土断面 (東南から)

S D27中央畦埋土断面 (東北から)
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S D27完掘状況 (西北から)
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―
―
Ｉ
Ｌ



図
版
１３
　
平
成
１６
年
度
遺
構

1.001自 身ヾ 可罐こと冬舜t(西から)

2.002自然河道東半全景 (東から)



図
版
１４
　
平
成
１６
年
度
遺
構

1.002自然河道西半全景 (東から)

工垂塾塾抒″ォ持

2.002自 然河道上層断面 (東から)
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1.002自 然河道木製扉出土状況 (西から)

ⅢⅢⅢエイ
ー
中機β野‐濯ヽ 、i4^… 1

載と|li舶血轟ね虹
2,002自 然河道木製扉出土状況 (北から)



図
版
１６
　
平
成
１６
年
度
遺
構

|・ IN｀ 淋式ぇ

1 030溝 土層断面 (南から)
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2 030溝 全景 (南から)
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1.028井戸全景 (西から)

2.028井 戸全景 (南西から)
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1.016溝土層断面 (東から)
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2.036井 戸全景 (東から)

3.034落込み全景 (左上 :北東から 右上 :東から
左下 :北東から 右下 :東から)
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a 調査区全景 (南東から)
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a 調査区全景 (北西部 )

b 調査区全景 (南東部 )
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a.井戸 2検出状況 (西から) b.土坑 3検出状況 (西から)

c,土坑 4・ 5・ 6検出状況 (北西から) d.井戸 1検出状況 (北東から)
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b 瓦・石溜 り (南束から)
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a 下層自然河川全景 (東から)

b 下層自然河川全景 (南から)



図
版
２４
　
平
成
１７
年
度
遺
構

a,近世遺構面 (南から)

b 近世遺構面 (北から)
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b 仮設集会所調査区全景 (北東から)

a 仮設集会所調査区全景 (南から)
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d.SD27。 弥生土器奏。

e.SD27。 弥生土器マダコ壼。

110

fo SD27。 土師器高杯。

11

l18 l18'

ao SD18北。サヌカイト製石匙 (表・裏)。

70'

b.SD06。 弥生土器重。底部穿孔。

63

(実大)

―
―
―
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g.SK01。 弥生土器養。co SD06。 須恵器杯。墨書。
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c.SD07。 弥生土器甕。

81

do SD07。 弥生土器器台。

eo SD07。 弥生土器器台。サヌカイト剥片。

a.SD07。 弥生土器甕。
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１

94'

(表・裏)。 (実大)

94

SD07。 サヌカイト製石鏃b.SD07。 弥生土器マダコ壷。 f・
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a.SE03。 瓦器椀 (内・外面)。

21

b.SE03。 土師器羽釜。

102'

c.SK24。 蓮華文軒丸瓦 (表・裏)。

104

d.SK24。 平瓦。
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34

a. SD05。 緑釉 Illl。

32

青磁碗。

e.SD05。 瓦質羽釜。

g.SD05。 生駒西麓土師器奏。

h.SD05。 備前すり鉢。

b.SD05。 瀬戸茶碗。

c.SD05。 瓦器′〕ヽ皿。土師器小皿。

d.整地土。土師器羽釜。
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a,SD05。 瓦質火舎。 b.SD05。 瓦質火鉢。

45'

c.SD05。 巴文軒九瓦 (表・裏)。

44'

d.SD05。 唐草文軒平瓦 (表・側面)。

43'

SD05。 連珠文軒平瓦 (表・側面)。e.
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47

61

do SD05。 サヌカイト剥片。

47'

鬼瓦。

60'

b.SD05。 滑石製石鍋 (内・外面)。

e.SD05。 石硯 (表 。裏)。

62'

(実大)

126

a SD05。

f.包含層。転用硯 (須恵器杯蓋)。
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a.河道 1。 弥生土器重。

b.河道 1。 弥生土器壺。

129

130

d.河道 2。 弥生土器壷。

135

f.河道 2。 弥生土器壼。

131

134                  134'

g.河道 2。 土師器椀 (表・裏)。c.河道 1。 弥生土器高杯。
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a 河道 2。 木製扉。
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144

140 141

a.030溝 。青磁碗。

139

b 030溝 。青磁碗 (見込)。

139'

c,030溝 。青磁碗 (外面)。

146

d.030溝 。土師質捏鉢。

145

e.030溝 。瓦質羽釜。

188

f.030溝 。瓦質奏。

150

g.030溝 。巴文軒九瓦。

149



図
版
３５
　
平
成
１６
年
度
遺
物

―
―
―
Ｉ
Ｌ

166

a. 028井 戸。瓦器椀。
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192

a.028井 戸。土師器皿。白磁碗。土錘。
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a.034落 込み。円筒埴輪 (外面)。

b.同上内面。
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198

034落込み。円筒埴輪 (外面)。

202

34落込み。巴文軒九瓦。連珠文軒平瓦。綾形文軒平瓦。

200

201

199'

b. 0
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a.井戸 l。 瓦器椀。瓦器小皿。

211

b.井戸 l。 土師器小皿。
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a 井戸 1。 土師器羽釜。

226

b.井戸 1。 土師器羽釜。
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a.井戸 1。 東播奏。東播ねり鉢。東播小鉢。サヌカイト剥片。

b.井戸 l。 常滑奏。青磁碗。白磁碗。白磁壺。
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a.井戸 1。 平瓦。

b.井戸 1。 焼石 (右は紅簾片岩)。
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a.井戸 l。 曲物桶。鎌の柄。

b.瓦・石溜り。瓦質大奏。須恵器ねり鉢。瓦質ねり鉢。焼石。
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狐

a.瓦・石溜り。平瓦。丸瓦。

223

b.河川内。須恵器杯蓋。包含層。弥生土器重。萎 (生駒西麓)。 瓦質羽釜。
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